
今や化学メーカーにも物理系人材が必要

背景：国際競争の一層の激化

（１）中国、インドなどの経済発展
（２）原材料価格の高騰
（３）環境規制の更なる強化

独自の高付加価値製品を事業化確率の高いやり方で
開発しなければならない。

高度の物性設計力・解析力が必要

物理系人材が必要 特に博士(PD含む）

http://www.kaneka.co.jp/index.html


ポリマー部材の光学仕様
偏光光学

結晶光学
Ｍａｘｗｅｌｌ方程式
ストークスパラメーター
ジョーンズ行列法

合成実験

光学特性評価

例：液晶ディスプレイ用の光学フィルム開発のフロー

ユーザー供試

屈折率設計

ユーザー
(偏光子メーカー） （屈折率仕様）

分子設計
(当社）

複屈折とその波長分
散のコンピューター
シミュレーション

成形(フィルム化）

分子の量子力学
Ｌｏｒｅｎｔｚ－Ｌｏｒｅｎｚの式
配向複屈折の理論
分子動力学

結晶光学

候補ポリマー選択

粘弾性力学

工業化

保有合成技術
合成経路設計

分子の量子力学 (量子化学）
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ユーザーの物性要求

合成設計

合成実験

成形加工

物性評価・解析

物性設計

候補材選択

ユーザー評価 工業化

市場＝物性物理

■ 高付加価値かつ事業化の確率の高い材料開発

＜ニーズ先行型材料開発＞

物理学赤字

化学青字

ユーザーにとっての「商品」
は「物性」であって、モノそれ
自体ではない。

緑字 物理学＋化学

特にエレクトロニクス市場
「光」、「電気」


